
　未曾有の原子力災害から8年。世間では事故
がなかったかのように過ごしています。しかし未だ
4万人を超える福島県民が故郷に戻れていないと
いう現実を忘れてはなりません。
　長崎大学は事故発生直後から原子力災害医
療体制の構築や被害地域での医療の継続と緊急
時のクライシスコミュニケーションを行ってきました。
2013年4月には福島県川内村に復興推進拠点を
設置、さらに2017年には福島県富岡町にも拠点を設置し、住民の被ばく線
量評価や放射線に関するリスクコミュニケーション活動を展開しています。
　世界で唯一の被ばく医科大学を受け継ぐ本学にとって、福島は我々の歴
史と経験を共有すべきパートナーであり、これからの福島に起こりうる未来
を創造できる存在でなければなりません。これまで培ってきた被ばく医療学
分野の知見とともに、本学のすべての知と実践力を総動員して、これからも
福島の復興と未来に寄り添っていきたいと考えています。
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